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尚

雄

私
は
、
先
に
、
「正
法
眼
蔵
の
注
釈
に
使
用
さ
れ
た
天
台
用
語
は
、
天
台
学

か
ら
み
て
、
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
の
か
。
…
…
天
台
用
語
の
使
わ
れ
方
の

(
1
)

傾
向

は
ど
う

で
あ
る

の
か
。
」
と

い
う
問
題
提
起
を
し
た

の
で

あ

る

が
、

今
回

は
、
『
正
法
眼
蔵
坐
禅
箴
』

の
巻

に
お

い
て
、
二
三
注
目
し
た

い
点

が
あ

る

の

で
、
考
察

し
た
い
。

問

題

の
所

在

に

つ
い

て

さ
て
、
『
坐
禅
箴
』

に
お
い
て
、
禅
師

は
、
坐
禅
弁
道
に
対
す
る

誤

れ

る

見

解
を
次

の
様

に
批
判

し
て
い
る
。

又

一
類

の
漢
あ
り
、

「
坐
禅
弁
道
は

こ
れ
初
心
晩

学

の
要

機

な

り
、

か

な

ら
ず

し
も
仏
祖

の
行
履

に
あ
ら
ず
。

行
亦
禅
、

坐
亦
禅
、

語
黙

動
静
体
安
然

な
り
。

た
だ

い
ま

の
功
夫

の
み

に
か
か
は
る

こ
と
な

か

れ
」
。
臨
済

の
余
流

と
称
ず
る
と
も
が

ら
、
を

ほ
く

こ
の
見
解
な
り
。

仏
法

の
正
命

つ
た

わ
れ
る

こ
と
を
う
そ
か
な

る
に
よ
り
て
、
急
磨
道
す
る
な
り
。

な
に
か

こ
れ
初
心
、

(
2
)

い
つ
れ
か
初

心
に
あ

ら
ざ

る
、
初
心

い
つ
れ
の
と

こ
ろ
に
か
を
く
。

右

の
部
分

に
は
、
直
接
天
台
用
語

は
出

て
い
な

い
。

し

か

し
、
『
眼
蔵
』
最

古

の
注
釈
書

『
正
法
眼
蔵
抄
』

に
よ
る
と
、

天
台
学

に
と

つ
て
重
要

な
用
語
を

使
用

し
て
注
釈

し
て
い
る

こ
と
を
見
出
す
の
で
あ

る
。
す
な

わ
ち
、

こ
の
部
分

を
、
注
釈

し
て
次

の
よ

う
に
述

べ
て
い
る
。

意

ノ
止
観
、

ロ
ノ
説
黙
、

身

ノ
威
儀

ナ
ム
ト
タ
ツ
、
身

ノ
威
儀

二
付

テ
、

常
行
常
坐
半
行
半
坐

三
昧

ト
云
、

此
行

ト

ハ
心
得

マ
シ
、

コ
ノ
坐

ト

ハ
心
得

マ
シ
、
仏
行
仏
坐

ハ
ル
カ

ニ
コ
ト
ナ
リ
、
事

ニ
ワ
タ
リ
テ
分
分

ア

ル
ナ
リ
、

証
ヲ
ト
ク

ニ
モ
分
証

ト
テ
、

一
分

二
分

ワ
カ
ツ
、
初
地

ヨ
リ
十
地

マ
テ
モ
、

(
3
)

分
分

ノ
証

ア

ル
ヘ
シ
、

コ
ノ
証

ハ
不
レ
可
レ
然

也
、

と
述

べ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
特

に
重
要

な
の

は
、
『
摩
詞
止
観
』

に
説

か

れ

て
い
る
四
種

三
昧

に
お
け

る
行

・
坐

と
心
得

て
は
い
け
な

い
と
主
張

し
て

い
る

点
で
あ

る
。

そ
こ
で
、
坐

に

つ
い
て
、
意

の
止
観

・
口
の
説
黙

・
身

の
威
儀

を

『
摩
詞
止
観
』

に
よ

つ
て
ま
と
め
て
み
る
と
、

(一)

身

に
は
、
常
坐
を
開
す
。

静

室
、
空
閑

の
地

で
、
九
十

日
を

一
期

と
し
て

結
珈

正
坐
す
。

(二)

口
の
説
黙

と
は
、
疲
極

し
た
り
、
疾
病

に
困

し
め
ら
れ
た

ら
、

一
仏
の
名

字
を
称

え
、
悪
憶

し
繊
悔

し
て
、
命

を
も

つ
て
自

ら
帰
す

べ
し
。

(享)

意

の
止
観

と
は
、

端
坐

し
て
正
念
す
。

繋
縁

は
こ
れ
止
、
一
念

は

こ
れ
観

1
、

一
切

の
法
み
な

こ
れ
仏
法
な
り
と
信
ず

れ
ば
、

前
な
く
後

な
く

ま
た
際

畔
な
く
、

知
者
な
く
説
者

な
し
。

2
、

も
し
知

な
く
説

な
け

れ
ば
、

無
所
住

に
住

し
、
諸
仏

の
住
す

る
よ
う
に
、
寂
滅

の
法
界

に
安
処
す
。

3
、

こ
の
法

界

は
ま

た
菩
提

と
名
づ
け
、

ま
た
不
可
思
議

の
境
界

と
名
づ
け
、

ま

た
般
若

と
名
づ
け
、

ま
た
不
生
不
滅

と
名

つ
く
。

4
、

こ
の
よ
う

に

一
切
の
法
は
法

界
と

は
二
な
く
別
な

い
と
観
ず

る
者

は
、
如
来

の
十
号
を
観
ず

る
も

の
で
あ

(
4
)る

(
以
下
仮

・
中
観

は
省
略
)
。

と
な
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
問
題

と
な
る
の
は
、
何
故

に
、
臨
済

の
余
流

を

批
判
し
た
禅
師

の
原
文

に
対

し
、
詮
慧

が
、
右

の
よ
う
な

『
摩
詞

止
観
』

の
内

容
を
含
み

と
し
た
語
句
を
使
用

し
て
注
釈

を
施

し
た
の
か
と
い
う

こ
と
な
の
で
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あ
る
。

『
眼

蔵
・

御

抄
』

と

『
止
観

』

に

つ

い
て

前
節

で
、
臨
済

の
余
流

を
批
判

し
て
い
る
原

文
に

『
止
観
』
を
も
批
判

し
な

が
ら
、

詮
慧
が
注
釈

し
て

い
る

こ
と
に
言
及
し
た

の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、

詮
慧

が

『
止
観
』

を
も
批

判
し
て

い
る

の
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
天
台
家
か
ら

の

批
判

は
、

一
つ
も
な

い
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
禅

師
は
、

坐
禅
を
仏
祖

の
行
履

と
見
な

し
て
い
る

の
で
あ
り
、

詮
慧

も
そ
の
看
点
に
立

つ
て
い
る

こ
と
が
知
ら

れ

る
。

で

は
、
『
止
観
』

で

は

ど
う
か
と
い
う
と
、

こ
の
部
分
は
、

明
ら

か
に
、
身

口
意

の
用

心
に
と
ど

ま

つ

て
い
る
。

と
い
う

の
は
、

身

・
口
に
お

い
て
は
、
身
体
的

な
用

心
で
あ
り
、

意

に
お

い
て
は
、
空
仮
中

の
三
観
を
行
な

つ
て
い
る

の
で
あ

る
。

例

え
ば
、
禅
師

は
、
「
し

る
べ
し
、

学
道

の
さ
だ
ま
れ

る
参
究

に

は
、
坐
禅

(
5
)
(
6
)

弁
道
す
る
な
り
。
」
と

云
い
、
詮
慧

は

「
仏
行
仏
坐

ハ
ル
カ

ニ

コ
ト

ナ
リ
」

と

云
う

の
に
対

し
、
『
止
観
』

で
は
、
「
二

に
、
四
種

三
味
を
勧
進

し
、
菩
薩

の
位

に
入
る

こ
と
を
明

か
さ
ん

と
し
て
こ
の
止
観
を
説
く

と
は
、

そ
れ
妙
位

に
登

ら

ん
と
欲
せ
ば
、

行

に
あ
ら
ず
ん
ば
階
ら
ず
。

よ
く
解

し
て
鐙
揺

せ
ば
醍
醐
を
獲

(
7
)

つ
べ
し
。
」

と
、
ど

こ
ま

で
も
、

手
段
、

用

心
の
立
場
を
貫
く

の
で
あ
る
。

そ

こ
で
、
最
初

の
問
題

に
帰

つ
て
、
「
天
台
学
か
ら
見

て
、
ど

の
程
度

の
も

の
で
あ
る
の
か
。
」

及
び

「
天
台
用
語

の
使

わ
れ
方

の
傾
向

は
ど
う

で
あ

る

の

か
。
」

に
答

え
る
時
期
が
、

き
た

と
思
う
。

そ

こ
で
、
次

に
結
論

と
今
後

の
問

題
点
を
見
出

し
て
、

こ
の
小
考
を
、

お
わ
り
た

い
と
思
う
。

結

論

及

び
今

後

に
期

す

る
問

題

点

今
ま
で
に
、
知
ら
れ
た

こ
と
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
、

(1)

禅
師
は
、

天
台

用
語

を
使

わ
ず
に
、

坐
禅
が
仏
祖

の
行
履

で
あ
る

こ
と
を

説
く
。

(2
)

詮
慧
は
、

天
台

用
語

を
も
使

用

し
て
、
さ
ら

に
、
仏
行
仏
坐

で
あ
る

こ
と

を
明
確

に
し

て
い
る
。

(3)

『
止
観
』
に
お

い
て
は
、

教
観
に
お
け

る
観

の
用

心
を
知
解
せ

し

む

こ
と

に
力
を
そ
そ

い
で

い
る
。

(4)

詮
慧
が
、
使

用
し
た
天
台
用
語

は
、
『
止
観
』
本
来

の
立
場

と
は

違

う

立

場

で
、
用

い
ら
れ

て
い
る

こ
と
が
看
守

さ
れ
る
。

(5)

天
台
学

に
お
け
る
四
種
三
昧

と
は
違

う
と
い
う
こ
と
を
、

詮
慧
が
主
張

し

た
の
は
、
当
時

の
比
叡
山

の
影
響
力
を
暗

示
さ
せ
る
と
共

に
、
詮
慧

が
天
台

学

を
知
り
な
が
ら
も
敢
え

て
、
異
を
称

え
て
い
る
と
思

わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。

以

上
、
ま

と
め
た

の
で
あ

る
が
、

今
後
、

禅
師
及

び
詮
慧

の
立
場

は
、
同

じ

と
し
て
も
、

何
故
に
詮
慧

は
教
学

の
用
語

を
も
使

用
し
て
明
確
化
す

る
の
で
あ

る
か
、

と
い
う
問
題
が
依
然

と
し
て
残

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ

の
用
語

の
性

格

は
、
天
台
教
学

の
立
場

に
拘
束

さ
れ
な
い
で
使

用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
知

ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、

『
正
法
眼
蔵
抄
』

の
全
巻
を
通
じ
て
、

そ
の
こ

と

が
言

え

る

か
ど
う
か
を
、

以
後
明
ら
か

に
す

る

こ
と
を
期

し
て
終

わ
り
た

い
。

1

拙
稿
、

『
『
正
法
眼
蔵
抄
』
に
お
け
る
天
台
用
語
の
考
察
』
(
『
宗
学
研
究
』

第

二
十
四
号
、

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所

昭
和
五
十
七
年

三
月
、

二
ご
三
頁
-

一
三
四
頁
)

2

道
元
、
『
正
法
眼
蔵
坐
禅
箴
』
(
日
本
思
想
大
系

『
道

元
』
上

一
二
八
頁
)

3

詮
慧
、
『
御
聴
書
』

(
曹
洞
宗
全
書

注
解

一

『
正
法
眼
蔵
抄
坐
禅
箴
』

二

六

五
頁
下
)

4

関

口
真
大
校
注
、

『
摩
詞

止
観
』

上
七
三
頁
-
七

四
頁
参
照
。

5

道
元
、

前
掲
書
、

一
二
八
頁
。

6

詮
慧
、

前
掲
書
、

二
六
五
頁
下
。

7

関

口
真
大
校
注
、

前
掲
書
、

七
二
頁
。

(駒
沢
大
学
大
学
院
)
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